


［遺跡名］  百塚遺跡（ひゃくづかいせき） ［所在地］  富山市百塚・松ノ木地内

［調査原因］ 主要地方道富山八尾線道路改良に伴う調査 ［調査期間］ 平成22年５月６日～９月末（予定）

［調査面積］ 2,160㎡（平成22年度） ［調査主体］ 富山市教育委員会

富山市教育委員会では,新しく開通する県道の整備で失

われてしまう「貴重な埋蔵文化財」を写真や図面に記録

して残しておくために、平成17年度から百塚遺跡や百塚

住吉遺跡で発掘調査を行っています。今年度は5月から9

月まで調査を実施します。

◎なぜ発掘してるの？

  ◎平成21・22年度の調査成果
 

◎今回の調査で分かったこと

今回の調査で新しく見つかった古墳は6基です。縄文時代の集落跡を壊して周溝墓や古墳（以下「墳墓」と
呼ぶ）が作られていることがわかりました。それらの墳墓にも時代の新旧があり、取り壊されて大きな古墳の
下に埋もれてしまった古い墓があることもわかりました。最初に作られた周溝墓と新しい古墳では年代に約
600年ほど開きがあると考えられます

○6000年前から存在した集落のあと（縄文時代前期・後期・晩期）

牛ヶ首神社横のC区では、古墳の溝を埋めた土に大量の縄文土器がまじっていました。この中には石刀や
石棒の破片もありました。ほとんどが縄文時代晩期(約3000年前)のものですが、それよりもさらに古い縄文
時代前期(約6000年前)の土器もあることがわかりました。

あわせてD区やE-2区には、縄文時代晩期の円形土坑が４基見つかっています。

○新たに6基の墓

　　今までの調査で見つかっていた弥生時代から古墳時代の墓は6基です。今回の調査では小型の弥生時代の
　方形周溝墓が1基・円形周溝墓が1基です。大きなものは一辺が19m程の方墳と推定できるものが3基・その他
　円墳１基を発見しました。

○「馬具」の出土

SZ23の周溝内に設けられた埋葬施設から「馬具」の「轡」一部分である「ハミ」が出土しました。古墳時
代後期のものと考えられます。「轡」は馬具のなかでも馬をコントロールする最も重要な機能を持つ道具で
す。県内では、高岡市の矢田上野古墳や氷見市の朝日長山古墳から出土しています。

○まとめ

百塚遺跡の古墳群はSZ22・SZ25など小型のもの、SZ16・SZ18など中型のもの、SZ19・SZ21など大型のもの
大きく3つの規模に分けられます。約600年のあいだ連綿と墳墓が営まれていることからこの地を利用した
人々は極めて安定した人数と生産基盤を数百年にわたって維持したと考えられます。

調査は9月末まで続きます。また新たな調査成果があれば、ご報告させていただきます。

◎百塚遺跡とは？
―弥生時代から古墳時代へ―

百塚遺跡は縄文時代前期(6000年前)から現代に至るま

での様々な生活の跡が発掘されています。その中でも弥

生時代から古墳時代に移り変わる頃(2000～1800年前)の

いろいろな形や大きさの墓が発見されていることから、

注目をあつめています。

昨年度からの成果を表にまとめました。




